
２校時

第６学年 国語科学習指導案
児 童 ６年１組 男１９名 女２０名

指導者 豊 川

浩 子

育てたい主となる能力（基礎・基本）

・登場人物の心情や場面についての描写など，優れた叙述を味わいながら読むこと。

（ ）読 ウ

①

・書かれている内容について事象と感想，意見の関係を押さえ，自分の考えを明確にしなが

ら読

。 （ ）むこと 読 エ

②

表現を味わい，豊かに想像しよう１ 単元名

①やまなし ②〈資料〉イーハトーウ゛の夢教材名

２ 子どもと単元について

（ ）子どもたちは 「読むこと」の学習として「カレーライス」で，会話文や行動に着目しながら1 ，

「ぼく」の心情の変化を読み取る学習を行った。このことにより，場面の構成について考えたり，

登場人物の心情を叙述と関係付けて読み取ることができるようになってきている。また 「森へ」，

で，筆者の言葉や行動に着目したり，直喩や擬人化などの表現の工夫に着目したりしながら筆者

の森（自然）に対する思いを読み取る学習を行った。このことにより，表現の工夫からも筆者の

思いを読み取ることができるということを学び，文章全体を通して読みを重ねていくことによっ

て，自分の読みを広げたり深めたりすることができるようになってきている。

，読書としては，週に２回の朝読書に集中して取り組むなど，本好きな子が多く見られる。また

好きなジャンルの本だけでなく，学習した内容と関連した本にも興味を示し，進んで読もうとす

る子どもも増えてきている。

（ ）本単元「表現を味わい，豊かに想像しよう」は，叙述に即して情景を思い描きながら２つの世2
界を対比させて読みを深め，作者の思いを考えることと，自分の考えを明確にしながら作者の生

き方や考え方を読み，自分の考えをもつことをねらいとする。

本教材「やまなし」は，宮沢賢治の独特な表現が駆使された，象徴的で深い思想性をもつ作品

である。それは 「二枚の青い幻灯」によって「五月」と「十二月」の対比する２つの世界で構，

成されている。対比させて読むことによって 「二枚の青い幻灯」それぞれの世界が際立たせら，

れ，作者の思いを考えることができると考える。また，文章全体を通して，比喩・擬声語・擬態

語・色彩語・造語などが巧みに用いられ，鮮やかに川底の様子を描写している。これらの表現に

着目することにより，優れた叙述を味わい，言葉の感覚を豊かにすることができると考える。

それに続く〈資料 「イーハトーウ゛の夢」は，賢治の生き方や考え方，他の作品などを紹介〉

した評伝である。広い知識と高い理想をもつ賢治の生き方や考え方に触れ，話し合いなどを通し

て考えを交流することにより，自分の考えを明確にしながら読むことができると考える。さらに，

他の作品への興味を深め，読書の世界を広げることができると考える。

（3） 優れた叙述を味わいながら２つの世界を対比さ本単元では，基礎・基本の定着を図るために，

と という領域の特性せて読むこと 自分の考えを明確にしながら作者の生き方や考え方を読むこと

を生かした言語活動を行う。

・比喩・擬声語・擬態語・色彩語などの表現に着目し，イメージと関係付けながら読む。

（ 深める」段階）「

・ 五月」と「十二月」の世界を対比させて読み，作者の思いを考える。「

（ 確かめる「

一」段階）



・作者の生き方や考え方に視点を当てて評伝を読み，自分の考えをもつ。

（ 確かめる 二」段階）「

・賢治の他の作品について考えたことや読み比べて分かったことを交流する。

（ 広げる」段階）「



単元の学習を進めるに当たっては，下記の５つの言語意識を明確する。

◇相手意識 → 学級の友達に

◇目的意識 → 宮沢賢治の作品について考えたことや読み比べて分かったことを伝

え，作品の世界を味わうために

◇場面・状況意識 → 読書発表会を行う。

◇方法意識 → 優れた叙述を味わいながら２つの世界を対比させて読んだり，評伝や

賢治の他の作品を読み自分の考えをもったりする。

◇評価意識 → ２つの世界を対比させて読みを深めることができたか，作者の生き方

や考え方，作品に対する自分の考えをもつことができたか，自己評価

・相互評価する。

《読書との関連》

本単元では，読書との関連を以下のように図っていく。

「やまなし 「イーハトーウ゛の夢」で，宮沢賢治の作品や生き方に親しんだことを生かし」

て，宮沢賢治の他の作品の発展読書をしていく。その際，作品の世界を味わうために，宮沢賢

， 。治の作品について自分はどのように考えるか 常に意識しながら読むことができるようにする

番号 作 品 名 番 作品名

号

風の又三郎 気のいい火山弾

１ ９

グスコーブドリの伝記 １ よだかの星

２ ０

セロ弾きのゴーシュ １ 水仙月の四月

３ １

北守将軍と三人兄弟の医者 １ からすの北斗七星

４ ２

銀河鉄道の夜 １ どんぐりと山ねこ

５ ３

注文の多い料理店 １ なめとこ山のくま

６ ４

永訣の朝 １ 虔十公園林

７ ５

雪渡り １ 狼森と笊森，盗森

８ ６

ここで身に付けた「優れた叙述を味わう能力」は，国語科・他教科・他領域の学習に生かす

ことができる。また，日常の読書活動などにおいて，イメージ豊かに読み，作品の世界を味わ

うことに生かすことができる。さらに 「自分の考えを明確にしながら読む能力」は，読書に，

よって自分の考えを広げたり深めたりすることに生かすことができる。

３ 学習指導目標及び評価規準

学 習 指 導 目 標

◎進んで２つの世界を対比させて読ん

だり，作者の生き方や考え方を読み国語への

取ったりしようとする。関心・意欲・態度

◎叙述に即して，イメージと関係付け

ながら読むことができる。

（読 ウ）①

◎自分の考えを明確にしながら作者の

生き方や考え方を読み取ることがで



きる。 （読 エ）②

○中心語句に気を付けながら，内容の読む能力

中心を押さえることができる。

（読 オ）②

○自分の考えを広げたり深めたりする

ために，同じ作者の他の作品を読む

ことができる。 （読 ア）



○語感，言葉の使い方に対する感覚 ・比喩や擬態語・擬声語，色彩語などの

な 使われ方や効果について考えながら，言語についての

どについて関心をもち，想像を広 想像を広げて読んでいる。知識・理解・技能

げ

ながら読むことができる。 ・難語句の意味を，辞書を利用して調べ

（言ウ（エ ） ている。）

①

○必要な語句について，辞書を利用

し

て調べることができる。

（言ウ（ウ ））

②

９時間（読 ９）４ 学習指導計画及び評価規準

過 評 価 規 準 〈評価方法〉

国語への 言語についての

関心・意欲・態度 知識・理解・技能

程

○単元のねらいを押さえ， 進んで初発の感想を書 「やまなし」の初発の 新出漢字の読みや

見 学習の見通しをもつこと こうとしたり，学習の 感想を書いたり，単元 語句の意味につい

通 ・本文を通読し，学習の見 見通しをとらえようと のねらいを押さえたり て理解している。

〈 〉す 通しをもつ。 したりしている。 しながら，単元の学習 ノート

・漢字と語句の練習をす 〈発言・態度・ の見通しをとらえてい

。 〈 〉る。 １ 自己評 る ノート

時 価〉

○文章全体のあらましをつ 進んで構成について考 「五月」と「十二月」 全体の構成を理解

かむこと えようとしたり，２枚 の対比的な構成や，２ している。

「 〈 〉・ やまなし」の全体の構 の幻灯に写し出されて 枚の幻灯に写し出され ノート

成を確認する。 いるものを探そうとし ているものを押さえて

。〈 〉・２枚の幻灯に写し出され たりしている。 いる 発言・ノート

ているものを確認する。 〈発言・態度・

１時 ３０分 自己評（ ）

価〉

○「五月」の世界を読み取 かわせみやかにの親子 かわせみやかにの親子 比喩や擬態語・擬

ること に着目し，叙述と関係 に着目し，叙述と関係 声語，色彩語など

・かわせみとかにの親子に 付けたり優れた表現を 付けながら「五月」の の使われ方や効果

深 着目し，想像を広げて読 味わったりしながら， 暗く恐ろしい世界を読 について考えなが

む。 読み取ったことを書き み取り，書きまとめて ら，想像を広げて

め ・ 五月」がどんな世界か まとめようとしてい いる ノート 読んでいる。「 。 〈 〉

〈 〉考える。 る。 ノート

る ２ 〈発言・態度・

時 自己評

価〉

○「十二月」の世界を読み やまなしやかにの親子 やまなしやかにの親子 比喩や擬態語・擬

取ること に着目し，叙述と関係 に着目し，叙述と関係 声語，色彩語など

・やまなしとかにの親子に 付けたり優れた表現を 付けながら「十二月」 の使われ方や効果

着目し，想像を広げて読 味わったりしながら， の明るく平和な世界を について考えなが

む。 読み取ったことを書き 読み取り，書きまとめ ら，想像を広げて

・ 十二月」がどんな世界 まとめようとしてい ている ノート 読んでいる。「 。 〈 〉

〈 〉か考える。 る。 ノート

〈発言・態度・本時 ３時

読む能力

学習内容と主な学習活動



自己評

価〉



○２枚の幻灯に写し出され 進んで比喩表現されて 比喩表現されている箇 比喩や擬態語・擬

ている川底の様子を読み いる箇所を見付け，川 所を見付けたり，比喩 声語，色彩語など

深 取ること 底の様子を想像しよう の仕方から川底の様子 の使われ方や効果

め ・比喩表現されている箇所 としている。 を想像したりして 五 について考えなが，「

る を見付ける。 〈発言・態度・ 月」と「十二月」の世 ら，想像を広げて

・比喩の仕方から，川底の 自己評 界を対比的に読み取 読んでいる。

〈 〉様子を想像して学び合 価〉 り， ノート

う。 発言したり書きまとめ

４時 ６０分 たりしている。（ ）

〈 〉発言・ノート

○作品に込められた作者の 進んで対比的な表現を 対比的な表現を見付け 対比的な表現のよ

確 思いを考えること 見付け，作品に込めら て発言したり，対比の さについて感じた

か ・ 五月」と「十二月」の れた作者の思いを書き 仕方から作品に込めら ことを書きまとめ「

め 世界の要素を対比する。 まとめようとしてい れた作者の思いを書き ている。

〈 〉る ・作品に込められた作者の る。 まとめたりしている。 ノート

〈 〉思いを書きまとめる。 〈発言・態度・ 発言・ノート

一 １時 自己評

価〉

○作者の生き方や考え方を 進んで宮沢賢治の生き 宮沢賢治の評伝から， 難語句の意味を，

読み取ること 方や考え方を読み取っ 賢治の生き方や考え方 辞書を利用して調

・ イーハトーウ゛の夢」 たり，自分の考えを書 を読み取り，それに対 べている。「

〈 〉確 を読み，宮沢賢治の生き きまとめたりしようと する自分の考えを書き ノート

か 方や考え方について読み している。 まとめている。

〈 〉め 取る。 〈発言・態度・ ノート

る ・賢治の生き方や考え方に 自己評

対する自分の考えを書き 価〉

二 まとめる。

・宮沢賢治の他の作品を知

。 （ ）る １時 ６０分

○作品を読み比べて分かっ 発展読書を振り返り， 発展読書を振り返り， 比喩や擬態語・擬

たことをまとめること 作品について考えたこ 作品について考えたこ 声語，色彩語など

・発展読書を振り返り，作 とや読み比べて分かっ とや読み比べて分かっ の使われ方や効果

品について考えたことや たことを書きまとめよ たことを書きまとめて について考えなが

読み比べて分かったこと うとしている。 いる ノート ら，想像を広げて。 〈 〉

を書きまとめる。 〈態度・自己評 読んでいる。

（ ） 〈 〉広 １時 ３０分 価〉 ノート

げ ○作品を読み比べて分かっ 作品について考えたこ 作品について考えたこ 比喩や擬態語・擬

る たことを交流すること とや作品を読み比べて とや作品を読み比べて 声語，色彩語など

・作品について考えたこと 分かったことを，進ん 分かったことを交流 の使われ方や効果

や読み比べて分かったこ で友達に紹介しようと し， について考えなが

とを交流する。 している。 感想をもっている。 ら，想像を広げて



〈発言・態度・ 発表・ノート 読んでいる。〈 〉

〈 〉２時 自己評 発表・ノート

価〉

５ 本時の指導

（ ）ねらい1
◇ やまなしやかにの親子に着目し，叙述と関係付けたり優れた表現を味わったりしながら，読

み取ったことを書きまとめようとする。

◆ やまなしやかにの親子に着目し，叙述と関係付けながら「十二月」の明るく平和な世界を読

み取り，書きまとめることができる。

（ ）展開2

前

時 学

ま 習

で 内

の 容

学

習

過 形 ・

「程 態

１ 全 五

月

」課 前

題 時 の

を の 全 世

つ 学 界

か 習 を

む を 読

想 み

起 取

す る

る こ

と

こ

と 言

語

活

動

１（

分 ○）

か

わ

２ せ

み

本 や

時 か

の に

学習内容・学習活動 「主発問」 ◇◆評価 〈評価方法〉・支援



学 の

習 親

課 子

題 に

を 着

把 目

握 し

な

す が

る ら

，こ

と 想

像

を

広

げ

４ て（

分 読）

３ 全 む

。

学

習

「 場 ○

「十 面 個

二 を 五

月 音 月

」」 読

の す が

世 る ど

界 こ 全 ん

を な

読 と 世

み 界

取 か

る 考

え

る

（ 。５

）分

支

４

学 援

習

課

題 ・

を 着

解 目

決 す

す る

る 点

こ を

提



と 示

し

，(1
) 焦

十 点「

二 化

月 し」

の て

世 一

界 人

に 学

つ び

や

い 学

て び

一 合

人 い

学 が

び で

を き

す る

る よ。

う

に

す

る

。

・

前

時

８ で（

分 は）

，

「

五

月

」(2
) の

一 出

人 来

学 事

び を

し 読

た み

こ 取

と り

，を

基 ど

ん

に な

学 世

び 界



合 か

う を。

考

え

た

こ

と

を

１ 想（

７ 起

分 す）

る

こ

と

で

，

本

時

の

学

習

へ

の

意

欲

を

高

め

る

よ

う

に

す

る

。

・

本

時

で

は

「

①

や

ま

な

し

の



描

写

」

と

「

②

か

に

の

親

子

の

会

話

・

行

動

」

と

い

う

２

点

に

着

目

し

，

叙

述

と

関

係

付

け

た

り

優

れ

た

表

現

を

味

わ

っ

た

り

し



な

が

ら

想

像

を

広

げ

て

読

み

，

「

十

二

月

」

の

世

界

を

読

み

取

っ

て

い

く

こ

と

を

確

認

し

，

学

習

の

見

通

し

を

も

つ

こ

と

が

で

き



る

よ

う

に

す

る

。

◇

本

時

の

学

習

課

題

と

解

決

の

見

通

し

を

と

ら

え

，

意

欲

を

も

っ

て

取

り

組

も

う

と

し

て

い

る

か

。



〈

発

言

・

態

度

〉

・

音

読

す

る

子

ど

も

を

意

図

的

に

指

名

し

，

「

十

二

月

」

の

世

界

を

想

像

し

な

が

ら

読

む

こ

と

が

で

き

る



よ

う

に

す

る

。

・

「

や

ま

な

し

の

様

子

と

か

に

の

親

子

の

会

話

や

行

動

か

ら

，

分

か

っ

た

こ

と

や

考

え

た

こ

と

を

書

き

ま



し

ょ

う

。

」

・

特

に

，

「

十

二

月

」

の

世

界

を

表

し

て

い

る

部

分

に

着

目

し

て

書

き

抜

い

た

り

書

き

込

み

を

し

た

り

す

る

こ

と

を

確



認

し

，

課

題

に

迫

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

す

る

。

「

や

ま

な

し

の

様

子

や

か

に

の

様

子

に

つ

い

て

話

し

合

い

，

十

二

月



の

世

界

に

つ

い

て

考

え

ま

し

ょ

う

。

」

・

「

ト

ブ

ン

」

「

ず

う

っ

と

し

ず

ん

で

」

「

き

ら

き

ら

っ

と

」

「

い

い

に

お

い

で

い

っ

ぱ

い



」

「

ぼ

か

ぼ

か

」

「

月

光

の

に

じ

が

も

か

も

か

」

な

ど

の

や

ま

な

し

の

描

写

に

着

目

し

，

や

ま

な

し

が

ゆ

っ

く

り

と

し

た

速

度

で



動

い

て

い

る

こ

と

や

明

る

く

美

し

い

様

子

で

あ

る

こ

と

を

読

み

取

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

す

る

。

・

「

後

を

追

い

ま

し

た

」

「

お



い

し

そ

う

だ

ね

」

の

か

に

の

会

話

や

行

動

に

着

目

し

，

や

ま

な

し

の

出

現

を

喜

ん

で

い

る

安

ら

ぎ

に

満

ち

た

雰

囲

気

を

読

み



取

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

す

る

。



「

や

個 ま

( な

し3
「 ) が

，十 学

二 び か

月 合 に

」 っ の

の た 兄

世 こ 弟

界 と に

を を 与

読 生 え

み か た

取 も

る の

し と

て は

， 何

読 で

み し

取 全 ょ

っ う

。た

」こ

と

を ・

具

体

書 的

き な

ま 発

と 問

め を

る 行

。 う

こ

（ と

３ に

分 よ

） り

，

「

十

二

月

」

の



明

る

く

平

和

な

世

界

の

イ

( メ

ー4
) ジ

書 を

き も

ま つ

と こ

め と

た が

こ で

と き

を る

発 よ

う

に

表 す

す る

。る

。

・

「

十

（ 二

２ 月

」分

） は

ど

５ ん

全 な

学 世

習 界

ま の 個 か

，と ま

め と 一

る め 全 人

を 学

す び

る で

こ の

自



分

と の

読

( み

取1
) り

優

れ

た

表 や

，現

を 学

味 び

わ 合

い い

な で

得

た

が 新

ら た

音 な

読 考

す え

る を

。 基

に

（ 書

３ き

分 ま

） と

め

( れ

ば2
) よ

自 い

己

評

価 こ

を と

す を

る 確

。 認

し

，

活

動

を

促

す

よ

う

に

（ す



１ る

。分

）

「

書

６ き

ま

次 と

時 め

の た

学 こ

習 と

に を

つ 発

い 表

て し

見 ま

し

ょ

通 う

。し

」を

も

つ ・

「こ

と 十

二

（ 月

」１

分 の

） 世

界

次 を

時 よ

の り

学 明

習 確

に

表

現

し

て

い

る

子

ど

も

を

指

名

し



，

友

達

の

考

え

の

よ

さ

に

気

付

く

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

す

る

。

・

指

名

読

や

一

斉

読

を

通

し

て

聞

い

た

り

声

に

出

し

て

読

ん

だ

り

す



る

こ

と

に

よ

り

，

優

れ

た

文

章

表

現

を

読

み

味

わ

う

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

す

る

。

・

本

時

の

学

習

内

容

や

学

習

方

法

，

自

分



の

学

び

の

成

果

を

振

り

返

り

，

満

足

感

・

成

就

感

を

も

つ

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

す

る

。

◇

や

ま

な

し

や

か

に

の

親

子

に

着

目

し



，

叙

述

と

関

係

付

け

た

り

優

れ

た

表

現

を

味

わ

っ

た

り

し

な

が

ら

，

読

み

取

っ

た

こ

と

を

書

き

ま

と

め

よ

う

と

し

た

か

。



〈

発

言

・

態

度

・

自

己

評

価

〉

◆

や

ま

な

し

や

か

に

の

親

子

に

着

目

し

，

叙

述

と

関

係

付

け

な

が

ら

「

十

二

月

」

の

明



る

く

平

和

な

世

界

を

読

み

取

り

，

書

き

ま

と

め

る

こ

と

が

で

き

た

か

。

〈



ノ

ー

ト

〉

学

習

内

容

・

２

枚

の

幻

灯

に

写

し

出

さ

れ

て

い

る

川

底

の

様

子

を

読

み

取

る

こ

と

言

語

活

動

○

比

喩

表

現

さ

れ

て



い

る

箇

所

を

見

付

け

る

。

○

比

喩

の

仕

方

か

ら

，

川

底

の

様

子

を

想

像

し

て

学

び

合

う

。

支

援

・

「

五

月

」

と

「

十

二



月

」

の

川

底

の

様

子

を

比

べ

る

こ

と

に

よ

り

，

川

底

の

様

子

も

対

比

的

に

描

か

れ

て

い

る

部

分

が

あ

り

，

そ

れ

ぞ

れ

の

世

界

を

表

現



し

て

い

る

こ

と

が

と

ら

え

ら

れ

る

よ

う

に

す

る

。


